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夏
　昨年（2013）11 月、市内岩園町仲の池で、改修整備のための「池干し」が行われた。

それはこの池に放された外来生物の駆除の一環としても取り組まれ、事実、凶暴な魚のアリ

ゲーターガーやスポッテットガー、巨大なソウギョ（草魚）をはじめ、ミシシッピーアカミミガ

メなどが多数見つかった。  これらの生き物は外国からペッ

トとして輸入され飼育されていたものが、もてあまされ野外

に放たれ、繁殖し、我が国で生活の場を得たものばかりで

ある。彼らは日本固有の在来生物の生活の場を奪い、貴

重な固有種が絶滅したり、その危機に瀕している現状は、

琵琶湖をはじめ、日本全国の地域で問題になっている。また、最近の新聞（朝日新聞’

14.4.26 阪神版）によると西宮市内をはじめ、阪神間に外来のほ乳類ヌートリアが大量に増

え、農作物や川の堤防に治水面で大きな被害が出ていることが報じられていた。ヌートリア

は南米原産の大型のネズミの仲間で戦時中、

毛皮の材料として輸入されたものが、戦後逃げ

出して拡がり、芦屋市の芦屋川や宮川でも確認

されている。近年大量に増えた背景として「か

わいいから餌をやる人」が多数増えているとのこ

と。もともと多産のネズミの仲間で、人間が与え

る栄養価の高い餌で急速に増殖しているようだ。

　ここで問題なのは「可愛いから餌をやる行為」そのものはペットを飼うのと同様に「動物

を愛する」という気持ちから出ているものだろう。しかし、飼うのなら最後まで面倒を見きる

ことでなければ本当の意味で動物愛護とは言えないのではないか。一時的な物珍しさや可愛

いと言う感情で飼ったものの成長し大きくなったから困ると捨てるのは、先ずその動物にとっ

て迷惑至極だし、自然生態系のバランス破壊の事実からも大変なことであるので、許される

　　　　ことではない。また「可愛いから」と餌を与える行為もかつて芦屋であった「イ

　　　　　ノシシ増殖問題」の苦い経験をはじめ「アライグマ被害」など各所で問題

に　　　　　　　　になっている。ほんとの「動物愛護」は、その行為がその動物にとっ

　　　　　　　　て真に幸せをもたらすものかどうかを動物の側に立って、しっかりと

　　　　　　　考えるところから出発するのが大事ではなかろうかと考えている。

　　　　　　　　　　　　　　　　（ 芦屋市環境づくり推進会議委員　古市景一）
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特集 第一弾

馬産地からの
お便り

　我が家は、北海道にある家族経営の小さな競走

馬生産牧場です。今日は、ようやく春めいてきた

北の大地から、馬との暮らしや牧場での仕事を

紹介させて頂きます。

　現在うちの牧場では、繁殖用の牝馬10頭と、

一歳馬が7頭、あて馬（牡馬）が1頭の計 18頭を

管理しています。生産牧場というのは、所有する

牝馬に種牡馬を交配し、その仔馬を生産・育成し

て、せり（競売）等で売却することを目的とした

牧場で、今年は8頭の仔馬が産まれる予定です。

「あて馬」とは、牝馬の発情状態を確認するため

の牡馬で、我が家のあて馬は「アテちゃん」と

呼ばれています。今年29歳になったので、人間

でいえば100歳を超えるおじいちゃんですが、

いつも牝馬が近くを通るたびにブヒブヒ♪と鼻

の下を伸ばして、自分の出番を今か今かと待ち

わびている働き者です。

　種付（繁殖期）は2月～7月上旬。馬の妊娠

期間は11ヶ月ほどで、翌年の1月～6月に出産

します。仔馬を産んで10日前後から早くも次の

発情がきて種付をすることになり、お相手の種

牡馬がいる牧場へは仔馬も馬運車に乗って母馬

と一緒に付いて行きます。（ママの種付シーン

を近くで見学することに！）

　お産が近い牝馬の馬房には監視カメラが設置

されており、夜は家のモニターで馬の様子を確

認できるようになっていて、前兆があると馬房

へ急いで駆け付けます。時には、日中の放牧中

に産気づくこともあります。お産にかかる時間

は、トータルで二時間ほど。無事に仔馬が産ま

れた時はホッとしますし、性別を確認する時は

もうドキドキです。仔馬は一時間ほどで立つこ

とができ、初乳を飲めば一安心。

出産後の母馬はナーバスになっていて、人間が

仔馬に近付き過ぎると威嚇してくることもあり

ます。

　母仔は秋の離乳までずっと同じ馬房で過ご

し、放牧中でも片時も離れません。おうまの親

子は仲良しこよし～♪の歌の通り、愛情深く

ピッタリと寄り添う母仔の姿はとてもほほえま

しい光景です。
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　でも、そんな幸せな日々にも終わりが近づい

ています。仔馬の離乳期は、生後5～6ヶ月目。

ある日突然、母馬と違う放牧地へ連れて行かれ、

馬房もその日から別々になるのです。この時は、

母馬も仔馬もパニックになって鳴き叫びなが

ら、むやみに走り回って柵に激突しそうになる

ので怪我をしないかと心配になるほど。3日～

5日で落ち着いてきますが、その後もフッと思

い出したようにお互いを呼んで鳴くことがあっ

て、とても切なく響き渡るその声を聞くと、私

まで胸がキューンと痛くなってしまいます。

　仔馬たちを放牧した後、馬房で一頭ずつお手

入れをするのが私の至福の時。大人しくじっと

している仔馬や耳を伏せて隙あらば蹴りを入れ

ようとしてくる仔馬…　同じ環境で育っている

のに個々の性格が全然違うのが不思議です。こ

れが血統の違いなのでしょうか ... ？

 馬の売買には、庭先取引と市場取引がありま

す。庭先取引とは、馬主さんや調教師さんが牧

場へ仔馬を見に来て直接売買すること。市場取

引とは、買い手がせり（競売）で公開売買する

方法で、5月、7月、8月、10月と年に５回ほ

ど定例のセールがあります。買い手の決まった

仔馬は、育成牧場に移され競走馬としての基礎

教育（しつけ）を受けてから、担当調教師さん

の厩舎に入厩し、いよいよ競走馬としてのデ

ビュー戦を迎えることになります。

 このように仔馬を育成牧場へ移すまでが生産

牧場の仕事で、毎年新しい命との出会い、そし

て、育てた仔馬たちとの別れがあります。別れ

る時は淋しいけれど、その仔馬たちが競走馬と

してレースで頑張って走っている姿を見るの

も、私達の楽しみの一つ。レース出走時には仕

事を中断し、テレビの前に家族揃って応援して

います。いつか、我が家で産まれた馬が大きな

レースで勝ってくれるのを夢に見ながら、毎日

汗を流して働いている私達です。

 皆さんもお近くの競馬場や乗馬クラブなどに

行く機会がありましたら、体験乗馬をしたり一

緒に写真を撮ったりしてふれあいながら、その

馬の生い立ちなども想像してみてください。今

まであまり知らなかった馬という動物が、もっ

ともっと身近な存在に感じられるに違いありま

せん。



　私達夫婦としまちゃんの出会いは今から 1年 4ヶ

月前です。しまちゃんは生後 1ヶ月の時に芦屋の街

を 1匹で歩いていたところを保護されたようで、小

さな赤ちゃん猫でした。

　

　家に来た当初は、部屋の隅に隠れてなかなか出て

きませんでした。ところがしばらくするとしまちゃ

んが膝の上に乗ってきて、ゴロゴロと喉を鳴らしま

した。その時のしまちゃんの愛らしさに私達夫婦は

一瞬で心を奪われ、今やしまちゃんが我が家の娘に

なっています。

  しまちゃんの性格

は、非常に素直で甘え

ん坊です。寝る時も同

じ布団、テレビを見る

時も同じこたつ布団、

とにかくいつも一緒で

す。

　しまちゃんは自分が

注目されていないとヤ

キモチを焼くので、テ
レビによじ登って邪魔したり、毎朝 5時頃には耳元
で「ニャーニャー攻撃」が始まります。手で私達の
顔や肩を「ねぇねぇかまってよ～」と叩く姿はどう
見ても人間です。来客にも接待上手なしまちゃんは、
犬好きな人でさえ猫好きに変えてしまうパワーを
持っています。

　そんな魅力的すぎるしまちゃんにいつか夫を取ら
れてしまうのではないかと不安になる今日この頃です
（笑）

　しまちゃんとのご縁をくださった芦屋動物愛護協
会の皆様に心から感謝しています。そして、しまちゃ
んのように小さな命が 1つでも救われることを願っ
ています。
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　まず最初に「芦屋動物愛護協会」の皆様に感謝です。

ありがとう！我が家にクロム (旧クロちゃん )を紹介し

て頂き本当に本当に感謝でいっぱいです。

　初めてクロムを見た時は正直、なんてヨレヨレの子な

んだと思いました。かなり怯えて、顔も不信感を漂わし、

全く近寄らず震えてる状態でした。

　私は「この子を引き取って大丈夫なのか？」「先に住

んでたライルと仲良くやっていけるのか？」こちら側も

不安になっていましたが、ものの30分程で意気投合し

不安など無くなりました。わずか短時間でライルと仲良

く遊び、私達も抱っこが出来て「これなら大丈夫！」と

確信し、お預かり週間では日々 2匹同士の絆が深まり、

まるで本当の兄弟みたいで見る度に私達も幸せと喜びを

感じました。

　しかし仲良くなるだけ

では駄目だったのです！

次に訪れた問題はしつけ

です。私達はクロムのし

つけに対する不安と、大

変な出来事がおこるので

はないかと思いながら接

する事が多々ありました。

　まず、散歩に行ってもトイレを全くしない為、部屋の

あちこちでのテロ行為 (大・小 ) が最初の大問題でした。

しかしそれも 1日 3回の散歩を続けている内にライルの

背中を見てトイレも出来る様になり、部屋でもシート内

で出来る様になりました、かな！？

「かな！？」時々的外れしますので (笑 )

　今では先住人ライルよりも偉そうで、まだ我が家に来

て 1年にならないのに暴れん坊で寝相はピカ 1悪いし食

べ物を見ると大暴れ！ここで私達が学んだ事「手の届く

範囲に食べ物置くべからず」なぜなら、お仏壇のお供え

物まで食べてしまうんです (笑 ) あとキッチンの扉を閉

め忘れは禁物！先日、私が帰宅した時に 1階のキッチン

にあるはずのフライパンが 2階の部屋のベッドの上に有

り、しかも毛布で隠すテクニックまでマスターしてるの

にはビックリ！

本当にクロムには日々、驚かされ笑う事ばかりです。

　気をぬいた時のオナラ、切れの悪いイビキも凄いので

すが、憎めない本当に可愛い息子で宝です！これからも

狭い我が家でドンドン暴れて元気に成長してもらいたい

です。そんなヤンチャクロムが大好きです！
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酒類・灯油・お米の小売
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譲渡までにかかる費用

入会案内と寄付の受付
平成 24 年度に改訂いたしました。一律を改め、1,000 円／一口より受付しています。口数はお気持ちでお納めください。
出来れば二口 (2,000 円）をお納めくださいますと、新規事業にも着手しやすくなります。ご協力宜しくお願い致します。

　住宅街に猿やイノシシなどの危険な野生動物が現れると、警察や
行政からの要請を受けて出動するのが猟友会のみなさんです。しか
しながらその組織や活動内容はあまり知られていません。そこで今
回は当協会の会員でもある藤井元市さんに猟友会およびその活動内
容について訊いてみました。

一般の方にはあまり馴染みのない猟友会ですが、
どのような活動をしているのですか。

猟友会自体は狩猟者のための公益団体であり、狩猟資源の適正
化や事故防止、狩猟者の技術やモラルの向上を目指しています。
活動としては狩猟法規の普及や事故・違反防止対策、野生鳥獣
の保護増殖、有害鳥獣の捕獲協力、狩猟免許講習会の開催等が
主なところです。

芦屋で活動する猟友会メンバーは何名ですか

会員は全国で 12 万人以上、兵庫県は約 3,440 人、芦屋は 17 名
程が会員として登録されています。

では、イノシシが出没した時などはその方々が

出動しているのですね

芦屋の場合は住宅街ですから猟銃を発砲することはできません
が、捕獲することを目的に警察や兵庫県・芦屋市からの依頼で
現場に向かいます。捕獲するには免許が必要なんですよ。

イノシシについて教えてください。

一般にイノシシは猪突猛進する単純な動物と捉えられがちです
が、実はとても賢い動物であり、そう簡単に捕まえることはで
きません。それぞれが自分の通り道を決めていて縄張り意識も
強い動物です。人間が仕掛けたワナも学習したイノシシならま
たいで通過するほど。それに一度出会った人の顔は忘れません
から難しいのですよ。私もしっかりと憶えられています。

兵庫県猟友会芦屋支部　猟銃安全指導委員　藤井元市さん

まるで人間との知恵比べですね。

そう、なにしろイノシシはハンターの間では “森の東大生” と
呼ばれていますからね。しかも彼らの鼻は強靭で金網も突き破
るほど丈夫であり、嗅覚も抜群に発達しています。たとえば彼
らはタケノコが生えるポイントを知っていて人間が収穫する前
の段階から鼻で掘って柔らかいタケノコを食べています。竹林
の中に皮だけ残っているのはイノシシの仕業ですよ。

その他に知っておくべきことは。

野生の動物はなんでもそうですけど近寄ること自体が危険と考
えてください。慣れている私たちでさえ命がけですからね。芦
屋は農作物の被害はほとんどありませんが、エサを求めて町中
をウロウロされると大変なことになりますからね。

猟友会ってプロの集団なんですか

捕獲協力は基本的にはボランティア活動みたいなものですから
プロということではありませんが、猟銃も扱えて自然や動物の
ことも知っている者でなければ猟友会メンバーは勤まりませ
ん。その意味で専門性は求められるでしょうね。また狩猟を行
うためにも自然のバランスを保つことが大切で、猟友会では毎
年キジやカモなども放鳥して育成もしています。

　自然豊かな芦屋にはイノシシ、サル、アライグマなど様々な野生
動物が生息しており、その扱いについては一般の人が対応できるも
のではありません。もし、近所で見かけることがあれば市役所か警
察にすぐに連絡してください。 
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